
 
 

                             

                             

  

■
次
期
（
平
成
25
年
度
） 

講
座
申
請
の
ご
案
内 

来
年
２
月
に
次
期
塾
生
を
募
集
す
る

に
は
、
年
内
に
チ
ラ
シ
の
原
稿
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

教
授
の
皆
様
に
は
連
絡
ト
レ
イ
に
配
布
し

て
あ
り
ま
す
資
料
を
ご
確
認
の
上
、
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。 

連
絡
ト
レ
イ
配
布
資
料 

①
次
期
（
平
成
25
年
度
）
講
座
塾
生
募

集
に
つ
い
て 

②
塾
生
募
集
要
項
申
請
書
（
新
規
用
） 

③
塾
生
募
集
要
項
申
請
書
（
更
新
用
） 

※
申
請
書
提
出
〆
切 

11
月
30

日  

④
施
設
利
用
の
手
引 

※
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、 

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

   

Ｐ
Ｒ
用
紙
に
つ
い
て 

 

昨
年
に
引
き
続
き
２
月
の
塾
生
募
集

期
間
中
、
渡
り
廊
下
に
講
座
の
Ｐ
Ｒ
用

紙
を
張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
Ａ
４

紙
に
２
つ
記
入
欄
が
あ
り
ま
す
が
、
ひ

と
つ
は
予
備
で
す
。
書
き
損
じ
の
時
に

ご
利
用
下
さ
い
。 

 

提
出
締
切
は
12
月
21
日(

金
） 

廊
下
の
ポ
ス
ト
か
事
務
局
ま
で 

 

か
し
ま
灘
楽
習
塾 

鹿
嶋
知
っ
得
講
座 

第
一
弾 

 

―
鹿
嶋
人
の
生
い
立
ち
を
探
る
― 

（
講
師 

市
民
協
働
部 

本
田
勉
氏
） 

古
代
か
ら
現
代
に
至
る
、
鹿
嶋
人
の
ル

ー
ツ
を
探
り
ま
す
。 

・
日
時
：
平
成
24
年
11
月
23
日
（
金
） 

９
時
30
分
～
12
時 

・
場
所
：
ま
ち
づ
く
り
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

研
修
室

301 

・
募
集
人
員
：
30
名 

・
受 

講 

料
：
500
円
＋
テ
キ
ス
ト
代 

（
50
円
） 

・
申
込
方
法
：
直
接
事
務
局
か 

電
話
に
て
申
し
込
み 

・
締 

 

切
：
11
月
20
日
（
火
）
ま
で 

※
受
講
料
は
当
日
受
付
に
て 

  

鹿
嶋
知
っ
得
講
座 

■
第
二
弾 

 

平
成
24
年
12
月
13
日(

木) 

『
鹿
嶋
の
お
膳
料
理
』 

■
第
三
弾 

平
成
25
年
1
月
26
日(

土) 

『
鹿
嶋
台
地
の
生
い
立
ち
と
植
物
た
ち
』 

 

お
問
い
合
わ
せ 

事
務
局
ま
で 

平成 24年 11月 1日 53号 

〒314－0031 茨城県鹿嶋市宮中 4631－1  
鹿嶋市まちづくり市民センター内 
TEL 0299（85）2601・ FAX 0299（85）2602 
E-mail kashimanada_info@yahoo.co.jp 
ＵＲＬ http://www.geocities.jp/kashimanada_info 

     

 

か
し
ま
灘
楽
習
塾
で
は
、
平
成
25

年
度

４
月
開
講
に
向
け
て
の
市
民
講
師
を
募

集
し
ま
す
。
特
に
ス
ポ
ー
ツ
学
部
開
設
に

向
け
て 

市
民
セ
ン
タ
ー
体
育
館
と
庭
球

場
を
利
用
す
る
講
座
の
先
生
を
ど
な
た

か
ご
紹
介
下
さ
い
！ 

例
え
ば
、
ハ
ン
グ
ル
語
・
ア
ー
ト
書

道
・
ウ
ク
レ
レ
・
卓
球
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
・

テ
ニ
ス
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
… 

 ■
左
記
の
２
回
説
明
会
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
お
申

込
み
下
さ
い
。 

・
11
月
16
日
（
金
）
13
時 

・
11
月
17
日
（
土
）
13
時 

 

申
込
方
法
は
、
ハ
ガ
キ
・
FAX
・
E
メ
ー

ル
に
て
、「
説
明
会
申
込
み
」
と
明
記
し
、

必
要
事
項
を
書
い
て
申
込
み
し
て
下
さ

い
。 ①

氏
名
・
年
齢
・
住
所 

②
講
座
名
（
内
容
の
概
略
） 

③
参
加
日
時 

④
連
絡
方
法 

（
ハ
ガ
キ･

FAX･

E
メ
ー
ル
） 

 

■
申
込
み
先 

「
だ
よ
り
」
表
面
上
部
の

記
載
を
ご
参
照
下
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ 

 

か
し
ま
灘
楽
習
塾 

事
務
局
ま
で 

 

次
回
予
告 



    

「
洋
楽
の
歌
唱
塾
」
講
座 

 

志
賀 

勝 

洋
楽
の
歌
唱
塾
は
、
以
前
カ
ラ
オ
ケ

を
一
緒
に
や
っ
て
い
た
平
井
さ
ん
に
た

ま
た
ま
散
歩
で
あ
っ
た
時
、「
灘
塾
で
古

い
英
語
の
歌
を
歌
っ
て
い
る
」
と
聞
き
、

私
も
翌
年
の
募
集
時
か
ら
参
加
し
ま
し

た
。
小
さ
い
頃
か
ら
歌
は
好
き
で
、
時

代
時
代
の
歌
を
口
ず
さ
ん
で
き
て
英
語

の
歌
も
覚
え
て
る
曲
が
多
か
っ
た
の
で
、

今
は
講
座
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
特
に

50
年
代
・
60
年
代
は
、
英
語
の
歌
が
日

本
語
の
歌
と
な
っ
て
流
行
っ
た
曲
が
多

く
、
最
近
は
そ
の
日
本
人
歌
手
の
歌
を

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
で
探
し
て
聞
い
た
り

も
し
て
い
ま
す
。
石
原
裕
次
郎
や
美
空

ひ
ば
り
も
英
語
の
歌
を
た
く
さ
ん
歌
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
皆
さ
ん
、「
洋
楽
の

歌
唱
塾
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

「
プ
ロ
根
性
」 

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

平
井
繁
安 

つ
い
先
日
亡
く
な
ら
れ
た
名
脇
役
、

俳
優
の
大
滝
秀
治
さ
ん
の
凄
ま
し
い
ま

で
の
役
者
根
性
に
関
し
て
、
昔
か
ら
大

滝
さ
ん
を
撮
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
写
真

家
の
話
を
た
ま
た
ま
テ
レ
ビ
で
観
る
こ

と
が
で
き
た
。
大
滝
さ
ん
が
当
時
劇
団

に
入
っ
た
時
、
最
初
に
言
わ
れ
た
言
葉
、

そ
れ
は
大
先
輩
の
宇
野
重
吉
さ
ん
に

「
お
前
の
声
は
壊
れ
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
み

た
い
で
、
役
者
に
は
向
い
て
い
な
い
」

と
。
大
滝
さ
ん
は
人
知
れ
ず
努
力
を
重

ね
、
台
本
は
必
ず
二
冊
も
ら
い
、
そ
の

内
一
冊
は
形
が
無
い
ほ
ど
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
る
ま
で
肌
身
離
さ
ず
に
役
作
り
に
向

き
合
う
。
舞
台
当
日
は
裏
で
出
番
寸
前

ま
で
一
人
手
を
合
わ
せ
、
何
か
を
祈
っ

て
い
る
。
そ
の
姿
を
幾
度
と
な
く
見
て

こ
ら
れ
た
と
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な

が
ら
語
ら
れ
て
い
た
。
私
が
観
る
テ
レ

ビ
の
中
の
大
滝
さ
ん
は
、
ご
く
自
然
に

演
じ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の

裏
に
は
強
烈
な
プ
ロ
根
性
、
そ
し
て
多

く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
か
ら
醸
し
出
す

役
者
魂
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
今
、
た

だ
何
と
な
く
見
過
ご
し
て
き
た
自
分
が
、

な
に
か
申
し
訳
な
い
気
分
に
な
っ
た
。 

 

「
演
歌
だ
よ
！
楽
し
く
歌
お
う
」
講
座 

三
田
三
千
夫 

美
し
く
優
し
い
川
島
有
紀
先
生
を
囲

ん
で
、
仲
良
く
切
磋
琢
磨
し
て
精
進
し

て
い
る
の
が
こ
の
会
。
概
要
を
記
し
ま

す
と
、
初
年
度
の
リ
ー
ダ
ー
高
柳
恵
三

先
生
の
ご
夫
人
茂
美
さ
ん
を
中
心
に
、

石
田
さ
ん
、
小
島
さ
ん
、
山
中
さ
ん
、

大
橋
さ
ん
等
。
二
年
・
三
年
度
は
、
森

田
氏
、
飯
塚
氏
、
岡
田
氏
、
児
玉
氏
等

を
中
心
に
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
、
石
津
さ
ん
等

も
一
期
生
で
概
ね
お
辞
め
に
な
ら
ず
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
川
島
先
生

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
少
々
。「
ふ
る
里
母

情
」
は
カ
ラ
オ
ケ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ロ

ン
グ
ラ
ン
を
達
成
。「
夜
越
川
慕
情
」「
北

の
絵
ハ
ガ
キ
」「
海
峡
し
ぐ
れ
」
も
優
れ

た
歌
で
大
好
き
で
す
。
ま
た
木
曜
日
の

会
も
あ
り
、
個
人
レ
ッ
ス
ン
で
飯
塚
さ

ん
は
上
達
し
、
田
辺
氏
は
歌
会
の
重
鎮

で
あ
り
ま
す
。
川
島
先
生
は
、
セ
リ
フ

入
り
の
歌
が
お
得
意
。「
日
本
昔
話
鶴
の

恩
返
し
」「
つ
う
」
は
絶
品
。
時
々
唄
っ

て
下
さ
い
ま
す
の
で
、
聞
き
惚
れ
て
居

り
ま
す
。
ア
イ
モ
ア
、
行
方
文
化
会
館

等
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
旅
行

で
那
須
へ
。
楽
し
み
い
っ
ぱ
い
の
「
演

歌
だ
よ
！
楽
し
く
歌
お
う
」
を
ご
贔
屓

に
。
最
後
に
、
い
つ
も
陰
で
支
え
て
下

さ
る
事
務
局
各
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

 

       

   

鹿
行
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
集
い
に
参
加 

楽
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ 

津
川
洋
司 

私
達
「
初
め
て
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
楽
し

い
ハ
ー
モ
ニ
カ
」
両
教
室
は
、
夏
も
終
盤

の
９
月
２
日
（
日
）
に
鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル

ホ
テ
ル
モ
ー
ル
広
場
で
、
鹿
行
地
域
の
ハ

ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル
が
勢
揃
い
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
満
員
の

中
で
、
我
が
教
室
は
先
輩
格
の
各
サ
ー
ク

ル
と
肩
を
並
べ
、
日
頃
の
成
果
を
堂
々
と

発
表
し
て
参
り
ま
し
た
。
終
了
後
の
昼
食

会
も
発
表
会
の
反
省
や
ら
話
題
に
花
が
咲

き
、
大
変
有
意
義
な
１
日
を
過
ご
す
事
が

出
来
ま
し
た
。 

 
 

第
二
文
芸
学
部
か
ら
の
投
稿
で
す 

 

     

12
月
22
日
～
1
月
14
日 

 

事
務
局
冬
休
み 

10
月
24
日 

11
月
30
日 

12
月
６
日 

 

次
期
講
座
受
付
開
始 

次
期
申
請
書
提
出
締
切 

運
営
役
員
会 

 


